
    鳥取市立病院病後児保育施設 利用判断基準   令６年３月１日改定 

  

クリアするべき条件（当日朝の状態） 

第
一
条
件 

1.診断名* 今回の症状で医療機関を受診しており診断が明確である 

2.体 温 38.5℃以上の発熱がみられない。※ 38.4℃まで 

3.食 欲 通常の半量程度の経口摂取ができ、水分摂取が可能である 

4.消化器症状 
当日の朝、腹痛がなく嘔吐も消失し、水様便ではなく軟便に

なっている 

 

病  名 め や す 

麻 疹 ＊ 
発症→診断確定→投薬→発疹のピークを越えて解熱後 3 日経過

している 

水 痘 ＊ 発症→診断確定→投薬→発疹が痂疲化（かさぶた）している 

風 疹 ＊ 
発症→診断確定→投薬→発疹のピークを越えて解熱後２日経過

している 

おたふくかぜ ＊ 発症→診断確定→投薬→耳下腺腫大がほぼ消失している 

流行性角結膜炎 ＊ 
発症から 2週間経過し症状（眼脂、充血、眼瞼腫脹など）が消失

している 

インフルエンザ ＊ 

 

発症→診断確定→投薬→解熱後 1日経過している 

（抗ウイルス薬服用後 37.5℃以下が 24時間以上経過している状態） 

新型コロナウイルス

感染症 ＊ 

発症から５日間経過し、かつ解熱および症状軽快から 24時間 

経過している。 

感染性胃腸炎 ＊ 
当日の朝、腹痛がなく嘔吐も消失し、水様便ではなく軟便になっ

ている 

咽頭結膜熱（プール熱） 第一条件をクリアしている 

溶連菌感染症 第一条件をクリアしている 

発 疹 
突発性発疹であれば、第一条件クリアで OK 

(その他は病名ごとのめやすで) 

ヘルパンギーナ 第一条件をクリアしている 

手足口病 第一条件をクリアしている 

とびひ 第一条件をクリアしている 

百日咳 
レプリーゼがなく、痰咳期（咳の強い時期）を経過して回復期に

ある 

外科的疾患 一般保育所での保育が困難な場合 

感 冒 第一条件をクリアしている 

 


